


















次の七点を指摘した。①天武四年以降、広瀬・龍田の祭りは基本的に毎年四月と七月に行われ、特に持統四年以後は欠けることない。②天武四年四月癸未条の初見記事のみ、龍田社と広瀬社の立地が記載され 。③初見記事にのみ、派遣された使者が載される。④龍田では風神、 広瀬で 大忌神が祭られる。⑤天武八年四月己未条より、記載の順番が「 ・広瀬」から「広瀬・龍田」に る。⑥持統紀からは「 使者」という定型の語 入る。⑦持統六年 月より、 「祭」が「祀」に変わる。
　それぞれの点について検討を加えた結果、広瀬・龍田の両社が国家の意図により整
備されていった過程が明らかとなった。敏達天皇の広瀬殯宮が置かれた広瀬は、龍田に比べると早く敏達天皇家王族と関わりを持つ地であった。その河川交通の利便性が重視され、 六御県神と山口神を合祭する国家祭祀の場となった。一方の龍田は、 天武 ・持統王権の記憶の中ではなかなか制し難い地域であった。龍田は、大和と河内を結ぶ交通上の要所でありながら通過には困難が伴 、延喜祝詞式によれば悪風をなす神が所在する地であった。龍田道の整備や国 主体の祭祀を広瀬と共 行うことは、そような龍田の異質な性格の克服を意味していた。二つの地域は農耕や地理的要衝という古代国家の基盤に大きく関わ 要素を有 そのために一つに括ることが重要であり、その組み合わせは存続したの ある。この二つの祭祀を同時一対で行うことは、律令制定過程期における飛鳥を中心とした大和盆地から、河内へと続く大和川流域全体の掌握を象徴していた である
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はじめに
　稲作の伝来以来、日本で形成された農耕社会には水は欠かせないもの






































































































































































































































































































































　筆者もすでに両祭祀の祝詞 検討を し なぜ二つの祭祀が同時一対































































　筆者もすでに両祭祀の祝詞 検討を し なぜ二つの祭祀が同時一対
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地図B　広瀬大忌祭・龍田風神祭関係略地図　



























とあるのが初見の記事である。だが、もちろん天平宝字七年をもって丹生川上社へ 信仰が始まっ と考えるわけに いかない。
　丹生川上の地名は神武即位前紀で確認される。神武天皇の東征にあ




































































































とあるのが初見の記事である。だが、もちろん天平宝字七年をもって丹生川上社へ 信仰が始まっ と考えるわけに いかない。
　丹生川上の地名は神武即位前紀で確認される。神武天皇の東征にあ
















































































平安京に近い場所に、祈雨 専門神が求められたためと思われ 貴布禰社自体は、以前から地域の信仰を集めていた あろうが、遷都後、新
48
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る。だが、天武紀でみられる氏族の多くはいずれも壬申の乱の功臣である可能性が高く、必ずしも広瀬・龍田 祭祀に関わった人物 みが 事と関係している氏族であると いえない。つまり、使者となった人物経歴からは、この両祭が軍事をベースにできたとは言いきれないのである。
　では、広瀬と龍田の地はど な地域的特徴によって、同時に使者





































と見えるが、その道は険しく進むことが出来ないような地であったと表されている。延喜祝詞式龍田祭条でも、 龍田 神 「作り作る物を傷る」被害を及ぼす神であったとある。天武・持統 権にとって、龍田を広瀬と共に掌握することは重要な命題 ので ないだろうか
　この仮説を交通の面から検討してみたい。　まず、河内・摂津と大和を結ぶ水上交通として思い浮かぶのは大和川
である。大和川は大和盆地周辺の山地に水源を持ち、広瀬と龍田沿いを通り、淀川、 阪湾に注ぐ河川であ 。 （地図
B参照。現在の大和川は
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込み、さらにそれに曾我川、葛城 高田 が南から、大和川へ合流する。さらに河内・摂津 向かっ を西に進むと 龍田社の位置す
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る生駒山地と金剛山地の間に至る。ここも、大和川に葛下川や龍田川が合流する地であった。広瀬 地と同様、龍田の地も河内・摂津と大和を結ぶ水陸両面での要所であった。
　壬申の乱の時に兵が集結し、その後、関が設けられた龍田という土地









前紀や履中即位前紀にも、史実 は言えないまでも龍田道に関わる記事がみえ、現在比定される龍田道とのずれは かもしれないが 古くから大和と河内を結ぶ道として注目されてきた ずである。
　大和と河内を結ぶ道は、考古学的には根拠が見つかってはいないが横











龍田の神は、 飛鳥の地から見て西にいる 「作り作る物を傷る」 神であった。龍田の祭祀を国家が管理するという とは、被害を及ぼしていた神のいる地域を掌握できるようになったことを意味した。その神と共に、広瀬で大忌神が祭られた。負の作用を及ぼす神と、正 作用をもたらす神とを共に祭 ことに、広瀬と龍田の祭祀 、同時一対で行われた必然性がある。だからこそ、都が移ってもそ 象徴的な意味を有する祭祀 、平城京から見て乾（西北） 方向に求める必要もなかったのであ し、そして、その後も龍田道が「ハレの道」として機能し により、平城京・平安京遷都 変わらず両 祀が行われたので ろう。
　このような広瀬と龍田の祭祀における地域の問題については、祭の対
象となる祭神も考慮す 必要があ 。次節では、この両社の祭祀に関わる祭神について検討していく❹広瀬大忌祭・龍田風神祭 祭神
　本節では、第一節であげた④の祭神について検討していく。表
Aから









加乃売命神社」 、龍田社は「龍田坐天御柱国御柱神社 であり、その祭神は、 延喜祝詞式大忌祭条には 「若宇加能売能命」 、 同式風神祭条には 「天乃御柱乃命国乃御柱乃命」と見える。
　青木氏によれば、広瀬社の祭神





穀物の女神」を意味する。また、 『紀』では、広瀬の神であるワカウカノメノ命を 「大忌神」 と呼び、 大忌神とは 「大いに忌み清めて祭る神 で、神徳を賛美した抽象的名称であると指摘された。
　一方、龍田の祭神については、
「天御柱」 「国御柱」の「アマ」 「クニ」




『紀』 ・ 『古事記』 （以下『記』と略す）との関係である。氏は、






御柱ノ命」という抽象的な名称の神は新しい思想の産物であると論じられた。氏によれば、自然発生的に古くから祭られている神には、本来は神名はなく、神名がつけられる時にはそ 土地の名を冠す のが通常の手続きである 神の職能が明 かとなって、職能を示す神名をつけることのできる前提には明確な神霊の認識があり、 れは自然発生的に祭られてきた氏族の神・土地の神とは異なると述べた。
　例えば、三輪大物主神と異なり、三輪氏のような奉祭氏族が広瀬と龍
田の両社には存在せず特定の氏族 で ないこ 、三輪のような地を神名に含まず特定の土地の神ではないと論じられた。
　つまり、氏は、記紀神話には広瀬・龍田の神については見えず、それ
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と、飛鳥、藤原京付近に位置していることが明らかである。 れらの口神も 山口・畝火 は飛鳥川 石村 忍坂 耳無は寺川、長谷山口は初瀬川沿い 、それらの河川は や り六つの御県の神の時に指摘した 、広瀬社付近で合流する。
　こ
れらの神々を合わせて祭る場所として広瀬の地は確かに適してい




















する。伊古麻山口は龍田川沿いに位置する。巨勢山口は、広瀬社付近で合流 曽我川沿い、鴨山口も同様 広瀬社付近で合流する葛城川沿いに位置するとは言え、 ずれも飛鳥・藤 宮からはかなり離れている。当麻山口・大坂山口は葛下川沿いにある。吉野山口は吉野川沿いに位置するが、この吉野川は奈良盆地へは流れ出ずに紀ノ川へと流れ出る。
　天
武四年の頃の実態を反映すると考えられる延喜祝詞式の山口神と、
その後に加わった 神と共通している点 、いずれも川沿いにあり、水に関わる神を祭 ているということである。しかし、その地理的関係は異なっており、元からの山口神がいずれも広瀬社付近で合流する河川沿いにあるのと異なり、新たな はそのような河川沿 には必ずしも位置せず、また大和川に合流し いものもある。しかし、次第 祭祀の対象となる範囲が東西南北 拡大 て ること 注目すべき現象でる。このこ は、広瀬大忌祭で対象となる範囲が次第に拡大 ていることを示している。前節で交通の面より、飛鳥を中心 した大和盆地から大和川流域全体への段階的拡大 ついて述べたが、ここでも同様のことが言えよう。広瀬で祭祀が行われ続けたのは ただ単純に河川 集中する場所にあったからではなく、広瀬にお る祭祀が国家の統合を意味する象徴的な祭祀であった とを物語ってい である。だから そ、広瀬大忌祭に関わる祭神は増加し、 その範囲も段階的に広 っ であ 。
　一方の龍田は、六御県を統合する位置・立場にはない。このような点































































・ 龍田の祭祀を示す文字は 「祠」 （天武四年
 龍田に対して） ・ 「祭」 （天
武四年
 広瀬、天武五年から持統五年までは両社） ・ 「祀」 （持統六年以降）
の三文字である。
　まず、 「祠」であるが、 上代四文献（ 『紀』 ・ 『記』 ・ 『万葉集』 ・ 『風土記』 ）


































































・ 龍田の祭祀を示す文字は 「祠」 （天武四年
 龍田に対して） ・ 「祭」 （天
武四年
 広瀬、天武五年から持統五年までは両社） ・ 「祀」 （持統六年以降）
の三文字である。
　まず、 「祠」であるが、 上代四文献（ 『紀』 ・ 『記』 ・ 『万葉集』 ・ 『風土記』 ）





































































のように唐祠令では、毎年恒例として行われる雨乞いに関する祭祀には「祀」を使用している。 『漢書』から『旧唐書』 、 『新唐書』の実例を見ていくと、中国では祠令に従って「祭」は使用されて ない。臨時の祈雨儀礼をみていくと、唐 四二 四三、 四四条の臨時の祈雨の規定に従って、山川や社稷に「祈」している。
　広瀬・龍田の祭祀において「祀」が使用されることは、唐祠令に倣っ










願う祭祀であった。 かしながら、 『紀』の初見記事においては、広瀬は「祭」 、 龍田は「祠」の使い分けがある。これは 広瀬と龍田の神個々に求められていた役割が、元来は異なっていたことを示す。
　広瀬は多くの河川が大和川へとつながる河川交通の要所であり、六御
県と飛鳥近郊の山口神を統合する立地に 一方の龍田に 壬申の乱の後、龍田道 整備と合わせて関ができた。それまで交通上の難所であった龍田の交通の要衝としての性格が強まっ のような動きと同時に、広瀬大忌祭では、神社付近で合流する河川沿いにある六つの山口神に加え 水神としての性格を有する八つの山口神が追加され 。新たに祭祀の対象となった山口神 大和国の中にはあっても広瀬社付近で合流する河川沿いには必ずしも位置していなかっ 。広瀬大忌 で対象となる範囲は、飛鳥・藤原京を中心とした地域から大和国全体に拡大たのであ 。広瀬の祭に象徴される対象 なる の拡 、龍田の祭に現れる大和の北限における水陸両面の交通路 掌握があって、初め 飛鳥で発展した王権は、平城京 ・ 平安京へ 遷都が可能となったの る。
　広瀬と龍田の祭祀は、天武・持統期における一つの祭祀の創出であっ
た。神祇信仰・神社 は必ずしも自然発生的なも ではなく、国家の意図により整備されていくものもあり、その象徴 例が広瀬社・龍田社
であるといえよう。広瀬と龍田は、その地勢上、国家の基盤となる農耕と深く関わる神がいると信じられてきた。だが、それだけでなく、この二地域は大和と河内・摂津を結ぶ水陸の交通の要衝でもあった。この二つの地域を同時一対に祭ることによって、神祇を介する国家支配は効果的に示された。広瀬・龍田の祭祀の形成過程からは、県のような各地域の集合体から、 中心性を持った統制の れた体制への転換が読み取 る。
　祭祀が成立し恒例となって固定化する時、成立時の性格がそのまま維
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県と飛鳥近郊の山口神を統合する立地に 一方の龍田に 壬申の乱の後、龍田道 整備と合わせて関ができた。それまで交通上の難所であった龍田の交通の要衝としての性格が強まっ のような動きと同時に、広瀬大忌祭では、神社付近で合流する河川沿いにある六つの山口神に加え 水神としての性格を有する八つの山口神が追加され 。新たに祭祀の対象となった山口神 大和国の中にはあっても広瀬社付近で合流する河川沿いには必ずしも位置していなかっ 。広瀬大忌 で対象となる範囲は、飛鳥・藤原京を中心とした地域から大和国全体に拡大たのであ 。広瀬の祭に象徴される対象 なる の拡 、龍田の祭に現れる大和の北限における水陸両面の交通路 掌握があって、初め 飛鳥で発展した王権は、平城京 ・ 平安京へ 遷都が可能となったの る。
　広瀬と龍田の祭祀は、天武・持統期における一つの祭祀の創出であっ
た。神祇信仰・神社 は必ずしも自然発生的なも ではなく、国家の意図により整備されていくものもあり、その象徴 例が広瀬社・龍田社
であるといえよう。広瀬と龍田は、その地勢上、国家の基盤となる農耕と深く関わる神がいると信じられてきた。だが、それだけでなく、この二地域は大和と河内・摂津を結ぶ水陸の交通の要衝でもあった。この二つの地域を同時一対に祭ることによって、神祇を介する国家支配は効果的に示された。広瀬・龍田の祭祀の形成過程からは、県のような各地域の集合体から、 中心性を持った統制の れた体制への転換が読み取 る。
　祭祀が成立し恒例となって固定化する時、成立時の性格がそのまま維


























われるようになったことが確認される。一方、それ以前 は何らか 理由 行われない場合もあった。 『紀』 記事を見ていくと、天皇（あるいは天皇 非常近い皇族）の殯や病の時には神祇には祈らな 傾向がある。 （但し、朱鳥元年六月戊寅条では尾張国熱田社に剣を送置する。 ）すで 拙稿（前掲註 （
（） 「奈良時




行研究をまとめるに際して、 主に次のものを参照した。青木紀元 「祭祀」 （ 『日
本神話の基礎的研究』 、風間書房、一九七〇年） 、
 福島好和「天武持統朝政治の一




































　三谷栄一『日本神話の基盤』 （塙書房、一九七四年） 、 「竜田・広瀬の神の性







































































































ものを参照した。辰巳和弘「平群氏に関する基礎的考察」 （上・下） （ 『古代学研究』六四・六五号、一九七二年） 、佐伯有清 ・ 高嶋弘志編『国造 ・ 県主関係史料集』（近藤出版社、 一九八二年） 、 加藤謙吉「大和王権の地域的特性と藤ノ木古墳」 （ 『大和政権と古代氏族』吉川弘文館、一九九一年） 、小林敏男『古代王権と県 県主制の研究』 （吉川弘文館、一九九四年）など。
（
（8）  大和川については主に次のものを参照した。藤岡健二郎『大和川』 （学生社、




（0） の山本氏著書、岸俊男「大和の古道」 （ 『日
本古文化論攷』吉川弘文館、一九七〇年） 、中村太一「大和国における計画道路体系の形成過程」 （ 『国史学』一五五号 九九 年）を参照した。
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［広瀬大忌祭と龍田風神祭の成立と目的について］……山口えり































































































ものを参照した。辰巳和弘「平群氏に関する基礎的考察」 （上・下） （ 『古代学研究』六四・六五号、一九七二年） 、佐伯有清 ・ 高嶋弘志編『国造 ・ 県主関係史料集』（近藤出版社、 一九八二年） 、 加藤謙吉「大和王権の地域的特性と藤ノ木古墳」 （ 『大和政権と古代氏族』吉川弘文館、一九九一年） 、小林敏男『古代王権と県 県主制の研究』 （吉川弘文館、一九九四年）など。
（
（8）  大和川については主に次のものを参照した。藤岡健二郎『大和川』 （学生社、




（0） の山本氏著書、岸俊男「大和の古道」 （ 『日
本古文化論攷』吉川弘文館、一九七〇年） 、中村太一「大和国における計画道路体系の形成過程」 （ 『国史学』一五五号 九九 年）を参照した。
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6） 平林氏著書において、 『大和志料』 、 『河相宮縁起』 、 「長琳寺縁起」 、 『広




起』は、その奥書から広 社社家衆の持ち伝えてきた「社家縁起」に吉田（卜部）家の「累葉秘伝之神抄」を混入して編述され ことが判る。したがって 中世的潤飾もあり、一概に信用してしまうのは問題である 、 「社家縁起」を引用した部分に関しては広瀬社の古伝承とみられる。しかし、土岐昌訓氏（ 「広瀬神社所蔵の河相宮縁起」 （ 『 社史の研究』おうふう、一九九五年）が縁起の原作年代は十六世紀初頭と推定することが可能とするように 水神への信仰が、平林氏の指摘するように舒明朝まで確実に遡れるかについては、今後の課題 したい
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大明神は天上で夫婦の約束があったため、広瀬社と龍田 は同時一対 祭られたと指摘さ る。だが、 『龍田大明神御事 十五世紀 史料な で、国家祭祀として成立した時期にまでその説が遡れるかは不明である。
（
（6）  前掲註 （
（0） 次田氏著書、白石光邦『祝詞の研究』 （至文堂、一九四一年） 、三宅




























語学研究』三号、一九三九年） 、山田英男「日本書紀の編纂過程と紀年法」 『神道学』七号、一九五五年） 、坂本太郎執筆担当
 解説」 （日本古典文学

















































会、一九八四年） 、古瀬奈津子「雨乞いの儀式につ て～唐の祠令と日本の神祇令～」 （唐代史研究会報告第Ⅷ集『東アジア史における国家と地域』刀水書房、一九九九年）など。
（
（（）































会、一九八四年） 、古瀬奈津子「雨乞いの儀式につ て～唐の祠令と日本の神祇令～」 （唐代史研究会報告第Ⅷ集『東アジア史における国家と地域』刀水書房、一九九九年）など。
（
（（）






The Establishment and the Role of Hirose-Ooimi Festival 
and Tatsuta-Fuujin Festival
YAMAGUCHI Eri 
The Hirose -Ooimi festival and the Tatsuta-Fuujin festival are both annual festivals prescribed by the 
Jingiryo(laws concerning kami). They were held in April and July in lunar calendar, in which prayers were offered 
for favorable weather. A considerable amount of research has already been conducted on these two festivals. 
However, such research does not explain why the two shrines are located on different sides of the Yamato River, 
why these two locations were chosen, or why the festivals have continued to be held simultaneously as a pair.
A study of records concerning the Hirose -Ooimi festival and the Tatsuta-Fuujin festival in the Nihon Shoki 
revealed the following seven points: 1) from 675 CE the Hirose and Tatsuta festivals were basically held annually 
in April and July according to the lunar calendar, and from 690 they were held every year without fail; 2) the 
locations of Tatsuta and Hirose shrines are written only in April 675, the first record; 3) the officials who were 
dispatched is mentioned only in the first record also; 4) the Fuujin (kami of wind) was worshipped at Tatsuta 
and the Ooimi- no- kami at Hirose, and they were never mixed up; 5) the order in which the two names appeared 
changed from Tatsuta and Hirose to Hirose and Tatsuta in April 679; 6) the standard term “court-dispatched 
official” appears from the “Records of Jito”; and 7) a different Chinese character was used for the word “festival” 
from April 692.
An examination of these points found that these two shrines did not necessarily arise spontaneously, but 
were established by the state. Hirose had come under state control at an earlier stage than Tatsuta. Due to its 
convenient river transportation, state festivals came to be held in Hirose that enshrined the kami of the “six 
districts of Yamato”and the yamanokuchi-no-kami (kami of mountain entrance) altogether. On the other hand, 
not much was known about the Tatsuta district. Even though Tatsuta was a strategic point between Yamato 
and Kawachi region, it was a difficult place to pass. Also according to Engi-Noritoshiki, it was thought that in 
Tatsuta, there was a kami that causes bad wind for agriculture. The building of Tatsuta Road and the holding of 
state festivals here with Hirose together, signifies an attempt to control the heterogeneous cultural heritage of 
Tatsuta. Both places possessed elements such as agricultural and geographical importance that greatly affected 
the foundation of the ancient state. This was the significant reason to combine the two, which has continued. The 
holding of these two festivals as a pair symbolized the completion of centralization across Japan, to say concretely, 
it meant the power of the ancient state has completely expanded from the Yamato Basin to the Yamato Valley. 
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